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オイラト・モンゴル人における野生植物の家畜利用ついて 
―中国新疆ウイグル自治区イリ・カザフ自治州テケス県を事例に― 
 
バヤリタ 
 
はじめに 
本稿の目的はオイラト・モンゴル人が野生植物をどのように家畜用として利用してき
たのかを明らかにすることである。本稿では、新疆ウイグル自治区イリ・カザフ自治州
テケス県の事例（地図 1,2）を取り上げる。この広大な地域には多数の野生植物が分布し
ている。 
筆者はテケス県で 105 種の野生植物を聞き取りした。本稿ではそのうち家畜用として
利用されている植物 32 種を取り上げる。 
本稿では、まず、調査概要とテケス県の牧畜業を紹介する。次に、オイラト・モンゴ
ル人はどのように野生植物を家畜用として利用しているのか、五畜のヒツジ、ヤギ、ウ
シ、ウマ、ラクダがどのような植物を好むかについて紹介する。家畜用植物の利用を通
じて、家畜と植物の関わり、また牧畜民の植物に対する知識を明らかにすることである。 
 家畜用野生植物は、五畜が好む植物、肥育に適した植物、春一番に食べられる植物、
家畜に害をもたらす植物と大きく四つに分類される。 
 
1. 調査地域概要 
1.1 テケス県の自然環境 
（1）位置・面積 
イリ・カザフ自治州は中国新疆ウイグル自治区の西北部にある（地図 1）。ユーラシア
大陸の中心部に位置し、地球上で最も海から遠いところである。 
テケス県はイリ・カザフ自治州の西南部に位置する（北緯 42° 22′30″～43° 25′30″、東
経 81° 19′00″～82° 37 30″）（特克斯县地方志编纂委员会編 2004：2）（地図 2）。その面積
は 8352 ㎢で、東京都の約 4 倍である。全面積の 90％以上は山地である。 
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地図 1  中国新疆ウイグル自治区イリ・カザフ自治州（出典：渡邊三津子先生と筆者作成） 
                      
 
  地図 2 テケス県                       （出典：渡邊三津子先生と筆者作成） 
 
（2）地形・気候・植生 
テケス県は天山山脈のウソン山とテレスカイタブ山の間に位置し、全体が山に囲まれ
た地形である。北部と南部は山岳地帯で、北部のウソン山の標高は約 3000m、南部のテ
レスカイタブ山の最高標高は 4902m である。中央部は南北を山脈に挟まれた盆地で平野
北京 
新疆ウイグル自治区 
イリ・カザフ自治州 
イリ河 
 5 
が広がる。中央部の標高は約 900m で、平野をテケス河が西から東に流れている。 
年平均降水量は平野で約 382.8mm、山岳地帯では 600mm 以上となる。夏雨型で、4 月
から 9 月の降水量は合計約 333mm、年平均降水量の 87%を占める。気温は季節と地形に
よって異なる。平野の平均気温は 9℃である。標高差が 4000m もあるため、標高に応じ
て 7 月の平均気温は 14℃から 23℃、1 月ではマイナス 12℃からマイナス 7.6℃と気温の
差が激しい。 
テケス県は、平野から高山まで様々な土地を有し、それぞれの地域に応じた多様な生
物相が形成されている。植生は草原植生、森林植生、栽培植生から形成されている（特
克斯县地方志编纂委员会編 2004：79）（地図 3）。そのため牧業と農業に適応し、多種多
様な高山野生植物が分布している。 
 
 
 
 
地図 3  テケス県の植生                            （出典：渡邊三津子先生と筆者作成）   
 
1.2 テケス県の社会環境 
1.2.1 オイラト・モンゴル人 
（1）人口 
テケス県の総人口は 1990年現在 16万人で、23の民族が居住している。カザフ族が 40%、
漢族は 24%、回族は 13%、ウイグル族は 12%で、これら 4 民族で全体の 89%を占める。
本稿で取り上げるオイラト・モンゴル人は全人口の 4%、約 5000 人に過ぎない。 
 
（2）部族構成 
オイラトという名称は「森の人々」を意味するオイギン・イレゲン1（öi -in irɡen2）
に由来する。モンゴル帝国以前、バイカル湖西部のアンガラ川からエニセイ川にかけて
の流域、現在のモンゴル国西部のフブスグルからトゥヴァ共和国の地域に居住していた。
彼らは森の中で狩猟を営む集団であった。そのため「森の人々」と呼ばれるようになっ
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たという。 
オイラト・モンゴル人は「西部のモンゴル」とも呼ばれる。現在、オイラト・モンゴ
ル人は中国新疆ウイグル自治区をはじめ、内モンゴル西部、青海省、甘粛省、ロシア連
邦カルムイク共和国、モンゴル国西部に居住しているからだ。新疆のオイラト・モンゴ
ル集団は大きく四つに分けられる。オイラト（öild）、トルグート（tᴐrɡʊʊd）、ホシュート
（hᴐšʊʊd）、ドルベト（dörbyt）である。 
 
（3）言語・文字・宗教 
テケス県のオイラト・モンゴル人が使用する言語はモンゴル語のオイラト方言である。
17 世紀からトド文字を使用して来たが、1982 年から伝統モンゴル文字を使用するように
なった。宗教は仏教である。 
 
（4）生業 
テケス県のオイラト・モンゴル人の現在の主な生業は牧畜と農業である。山岳地帯で
は移牧（transhumance）が行われ、ヒツジ、ヤギ、ウシ、ウマ、ラクダが飼育されている。 
降水量が比較的多いため、標高の低い平野部では、小麦、ヒマワリ、トウモロコシ、
カラシナ、煙草などの農作物や、リンゴ、スイカ、アンズなどの果物の生産も盛んであ
る。ヒツジ、ヤギ、ウシ、ウマ、ブタ、鶏、驢馬も飼育されている。 
 
2．調査の概要 
2.1 調査対象 
筆者はテケス県のオイラト・モンゴル人を対象に実地調査3を行なった。調査対象は医
師 2 名、農耕民 4 名、牧畜民 2 名の計 8 名である（表 1）。 
 
表 1 調査対象一覧 
生業 名前 性別 年齢（2011 年現在） 居住地 
医師 A 男性 59 歳（1952 年生） 平野 
B 男性 71 歳（1941 年生） 平野 
農耕民 A 女性 92 歳（1919 年生） 平野 
B 女性 86 歳（1925 年生） 平野 
C 女性 62 歳（1949 年生） 平野 
D 女性 59 歳（1952 年生） 平野 
牧畜民 A 男性 58 歳（1953 年生） 山の南麓 
B 女性 58 歳（1953 年生） 山の南麓 
 
医師は、モンゴル語のオイラト・モンゴル方言でエムチ（emʧ）といい、チベット仏教
僧から医学知識を学んだ人を指す。医師は野生植物を頻繁に利用し、薬として利用する
植物の採集を常に行うため、植物を熟知している。医師 A 氏は平野にある村、B 氏は平
野に形成された人民政府行政鎮にあるバザル区に居住している。 
農耕民とはタラーチン（taraaʧin）といい、農耕に従事している人々を指す。栽培作物
は主に小麦、ヒマワリ、トウモロコシである。農耕の傍ら、ヒツジとウマとウシを飼養
している。移動をせず、定住放牧をし、平野部に居住する。彼らは現在自他称共に農耕
民である。 
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牧畜民とはマルチン（malʧin）といい、ウシ、ウマ、ラクダ、ヒツジ、ヤギの五畜を飼
育する人々を言う。牧畜民 A 氏と牧畜民 B 氏は山の南麓に居住している。 
彼らの調査対象の年齢は 58 歳以上である。現地では 50 歳以下の人たちで植物の名称
とその利用について知る人が少なくなっている。実物を見ても植物の名前を知る人が少
ない。 
 
2.2 調査方法 
筆者は医師 B 氏と共に植物の薬草採集に同行し、薬草採集し、写真を撮影した。その
他の野生植物について名前、利用方法を聞き取りした。 
また、新疆の植物に関する植物図鑑の『新疆モンゴル族における薬物図鑑』（バトムン
ク 2011）、『新疆北方地域野生資源植物』（王主編 2006）を医師 A 氏と B 氏に見せ、植物
の有無と利用について聞き取りした。電話を通じて聞き取り調査も行っている。 
農耕民と牧畜民には医師に同行して採集した植物、撮影写真と上記の図鑑を見せなが
ら聞き取りした。また電話でも聞き取りしている。 
 
（1）同定 
この 8 名のインフォーマントが家畜用として利用する野生植物は全部で 32 種であった
（巻末の植物一覧）。見出しは現地名、別名、学名、科名、和名、中国語名、生育場所、
生物学的分類、食べる家畜、食べる部位、食べる時期、写真である。 
現地名はモンゴル語のオイラト方言の発音記号を付記している。項目の現地名、別名、
生育場所、食べる家畜、食べる部位、食べる時期はインフォーマントによるものである。 
学名、科名、和名、中国語名、生物学的分類は植物図鑑の『新疆モンゴル族における
薬物図鑑』（バトムンク 2011）、『新疆北方地域野生資源植物』（王主編 2006）、『種子植物
図鑑』（内モンゴル師範大学生物系・内モンゴル教育出版社理学科学編集室 1976）、『植物
レファレンス』（日外アソシエーツ編集部編 2004）、『カラー植物百科』（カラー植物百科
編集部 1974）、『アブグ旗の牧草』（オトホン・トムルボフ主編 2008）、『極乾内モンゴル・
ゴビ砂漠、黒河オアシスに生きる男たち 23 人の人生』（児玉香菜子・サランゲレル・ア
ラタンツェツェグ編著 2014）、『天山山脈薬草紀行』（難波恒雄・池上正冶 2001）、『モン
ゴル国有用植物図鑑』（Ч.Санчир,ほか主編 2003）、『植物和名学名対照辞典』[1992 年版]
（加藤敏雄 1992）と「BG Plants 和名－学名インデックス」（YList），http://ylist.info」（米
倉浩司・梶田忠 2003）によって筆者が同定したものである。出典はそれぞれ脚注に示し
ている。 
同定する際、まず、現地名から中国語名と学名を調べ、学名から和名を調べた。植物
の写真は特に明記しない限り筆者が撮影したものである。 
 
3.テケス県の生業としての牧畜 
テケス県のオイラト・モンゴル人の牧畜民は平野と山岳地との標高と気候の差異を利
用し、季節移動しながら放牧を行っている。牧畜民は五畜を放牧している。それはヒツ
ジ、ヤギ、ウシ、ウマ、ラクダである。1990年の家畜頭数のデータによると、ヒツジは
42.34万頭、ヤギは1.38頭、ウシは34.2万頭、ウマは4.72万頭、ラクダは570頭である（特
克斯県地方志編纂委员会編2004：139-143）。これらの五畜は主に食肉や乳製品の獲得、
運搬、毛皮の入手といった複数の用途に用いる。家畜によって食べる植物の種類が異な
る。 
牧畜民にとって、植物の生育地は牧地でもある。春は山の南麓で放牧し、夏は山の北
麓と山の頂の草原地でメェヒーンゲル（meqiin ɡer）と呼ばれるゲルに住んで放牧をする。
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秋は平野と山の低地で放牧を行う。秋は山から平野に降りて来て、農地のムギの刈り株
を食べる。冬には日当たりの良い暖かい山の南麓に移動し放牧する。彼らは冬営地にウ
ーチゥグ（üüčüɡ）と呼ばれる定住の家屋を持ち、寒い季節にのみ家畜を舎飼いする。  
 
4. 家畜用植物と分類  
家畜用植物は大きく四つに分類される。それは家畜が好む植物、肥育に適した植物、
春一番に食べられる植物、家畜に害をもたらす植物である。 
 
4.1 家畜が好む植物 
 以下に五畜（ヒツジ、ヤギ、ウシ、ウマ、ラクダ）の好むとされる植物の一覧を掲げ
る（表 2）。 
 
表 2 五畜の好む植物一覧（32 種） 
植物名（50 音韻） 和名 科名 場所 時期 部位 家畜 
小型 大型 
アラタン・ドゥス
ル・セセゲ 
（番号 1） 
オグルマ4 キク科5 山谷、山
の低地 
7 月 花、小枝 
 
ヒ ツ
ジ、ヤ
ギ 
 
ウスン・オブスン
（番号 2） 
ハチジョウナ
6 
キク科7 全域 7 ～ 9
月 
地上体  ウシ 
ウスン・シミリデ
グ（番号 3） 
ヤナギタデ8 ダテ科9 平野、山
谷 
7 ～ 9
月 
地上体 
 
 ウシ 
エルベン 
（番号 4）  
マンシュウア
サギリソウ10 
キク科11 
 
山 の 南
麓 
7 月～
9 月 
小 枝 、
葉、地上
体 
ヒ ツ
ジ、ヤ
ギ 
ウシ、
ウマ、
ラ ク
ダ 
オドバル・ツツゲ
（番号 5） 
コハマギク12 キク科13  山谷 7 月 花 ヒツジ  
オルスン（番号 6） アサ14 クワ科15 全域 7 月 若芽、小
枝、葉 
 ウシ 
カオカボンバ 
（番号 7） 
タンポポ16 キク科17 全域 5 ～ 9
月 
花、葉、
茎、地上
体 
ヒ ツ
ジ、ヤ
ギ 
ウシ、
ウマ、
ラ ク
ダ 
ガザル・ベリャチ 
（番号 8） 
ニシキソウ18 ト ウ ダ
イ グ サ
科19 
全域 7 月 地上体  ウシ 
キチ（番号 9） シロガラシ20 ア ブ ラ
ナ科21 
平野 7 月 枝、葉  ウマ 
ケンゲリギ・オブ
スン（番号 10 ）  
グンバイナズ
ナ22 
ア ブ ラ
ナ科23 
 
山 の 南
麓 
7 ～ 9
月 
小 枝 、
葉、花 
ヒ ツ
ジ、ヤ
ギ 
 
クジ・オブスン 
（番号 11） 
不明 シソ科24 山谷 7 月 花 ヒツジ  
シキリ・ブヤ 
（番号 12） 
カンゾウ25 マメ科26 平野 7 ～ 9
月 
小 枝 、
葉、地上
ヒ ツ
ジ、ヤ
ウシ、
ウマ 
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体 ギ 
ズゥン・オブスン
（番号 13） 
ホクシハネガ
ヤ27 
イネ科28 山 の 低
地、平野 
6 月 若芽、枝  ウシ 
ゼゲスン（番号
14） 
ヒメガマ29 ガマ科30 湿地、森
林 
7 ～ 9
月 
若芽、小
枝、葉 
 ウシ 
タン・オブスン
（番号 15） 
不明 不明 平野、山
谷、森林 
7 ～ 9
月 
地上体  ウシ 
ダラン・トブチ
（番号 16） 
不明 キク科31 山谷 7 月 花、葉 ヒ ツ
ジ、ヤ
ギ 
 
ツァキレデゲ 
（番号 17） 
ネジアヤメ32 ア ヤ メ
科33 
全域 7 月 葉  ウシ 
ツウール・オブス
ン（番号 18）   
オオバコ34 オ オ バ
コ科35 
全域 5 ～ 9
月 
葉、地上
体 
ヒ ツ
ジ、ヤ
ギ 
ウシ、
ウマ、
ラ ク
ダ 
トゥングン 
（番号 19 ）   
ハネガヤ36 イネ科37 全域 6 ～ 12
月 
若芽、小
枝、葉 
 
 
ウシ、 
ラ ク
ダ 
ノハン・アラー 
（番号 20） 
ハマビシ38 ハ マ ビ
シ科39 
平野 7 月 葉 ヒ ツ
ジ、ヤ
ギ 
 
ノハン・ホショ 
（番号 21） 
ヤマハマナス
40 
バラ科41 森林 7 月 葉  
 
ウシ、 
ラ ク
ダ 
ハタガチン・ツツ
ゲ（番号 22） 
ヒレアザミ42 キク科43 全域 7 月 葉、花  ラ ク
ダ 
ハルハ（番号 23） イラクサ44 イ ラ ク
サ科45 
全域 
 
7 月～
10 月 
葉  ラ ク
ダ 
ベデ（番号 24） シロツメクサ
46 
マメ科47 平野 6 月 地上体  ウマ 
ホニン・ヌデン・
ツツゲ（番号 25） 
 
ヒナギク48 キク科49 山谷 7 月 花 ヒツジ  
ホチ・オブスン 
（番号 26） 
不明 不明 平野 7 ～ 9
月 
地上体  ウシ 
ホルスン（番号
27） 
ヨシ50 イネ科51 森林 7 ～ 9
月 
若 芽 、
葉、枝 
 ウシ 
ボルズン（番号
28） 
不明 不明 山 の 低
地 
7 ～ 12
月 
小枝、葉 ヒツジ   
モルン・シャルラ
ジン（番号 29） 
クソニンジン
52 
キク科53 全域 7 ～ 9
月 
葉、枝  ウマ 
ヤマン・ゼレゲン
（番号 30） 
まおう54 
 
マ オ ウ
科55 
山 の 南
麓 
7 ～ 12
月 
若芽、小
枝、葉 
ラクダ 
、ヤギ 
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ヤマン・ホノグ 
（番号 31） 
エノコログサ
56 
イネ科57 山 の 低
地 
7 ～ 9
月 
地上体 ヒツジ  
 
ロシゥグ（番号
32） 
オナモミ58 キク科59 全域 7 月 葉  ラ ク
ダ 
 
4.1 .1 小型家畜が好む植物  
小型家畜とはヒツジとヤギを指す。以下はヒツジとヤギが食べる植物をまとめる。 
 
（1）ヒツジが好む植物 
ヒツジが好む植物は 13 種である（表 3）。それはキク科 6 種、アブラナ科 1 種、シソ科
1 種、マメ科 1 種、オオバコ科 1 種、ハマビシ科 1 種とイネ科 1 種と科名不明 1 種である。 
 
           表 3 ヒツジが好む植物一覧（13 種） 
植物名 和名 科名 場所 時期 部位 
アラタン・ドゥスル・セセ
ゲ（番号１） 
オグルマ60 キク科61 山谷、山の
低地 
7 月 花 
エルベン（番号 4）  マンシュウアサ
ギリソウ62 
キク科63 
 
山の南麓 7 月～
9 月 
小枝、葉 
オドバル・ツツゲ（番号 5） コハマギク64 キク科65  山谷 7 月 花 
カオカボンバ（番号 7） タンポポ66 キク科67 全域 5 ～ 9
月 
花 
ケンゲリギ・オブスン（番
号 10 ）  
グンバイナズナ
68 
ア ブ ラ
ナ科69 
山の南麓 6 ～ 9
月 
小枝、葉、
花 
クジ・オブスン（番号 11） 不明 シソ科70 山谷 7 月 花 
シキリ・ブヤ（番号 12） カンゾウ71 マメ科72 平野 7 ～ 9
月 
小枝、葉 
ダラン・トブチ（番号 16） 不明 キク科73 山谷 7 月 花、葉 
ツウール・オブスン 
（番号 18）  
オオバコ74 オ オ バ
コ科75 
全域 5 ～ 9
月 
葉 
ノハン・アラー（番号 20） ハマビシ76 ハ マ ビ
シ科77 
平野 7 月 葉 
ホニン・ヌデン・ツツゲ（番
号 25） 
ヒナギク78 キク科79 山谷 7 月 花 
ボルズン（番号 28） 不明 不明 山の低地 7 ～ 12
月 
小枝、葉 
ヤマン・ホノグ（番号 31） エノコログサ80 イネ科81 山の低地 7 ～ 9
月 
地上体 
 
アラタン・ドゥスル・セセゲ（番号 1）の生育場所は山谷と山の低地で、食べる時期は
7 月である。高さは約 25 cm～50cm である。食べる部位は花である。牧畜民 A によると、
ヒツジは短い植物とその花の部位をよく食べる。 
エルベン（番号 4）の生育場所は山の南麓で、食べる時期は 7 月～9 月である。食べる
部位は小枝と葉である。高さは約 40cm～70cm である。芳香がある。家畜を肥育する良
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い植物でもある。夏と秋、牧畜民はヒツジによく食べさせる。その理由はヒツジの肉を
美味しくするためである。 
オドバル・ツツゲ（番号 5）の生育場所は山谷で、食べる時期は 7 月である。食べる部
位は花である。高さは約 15 cm～40cm である。 
カオカボンバ（番号 7）の生育場所は全域で、食べる時期は 5 月～9 月である。食べる
部位は花である。高さは約 10cm～20cm である。この植物は春一番に食べられる植物で
ある。 
ケンゲリギ・オブスン（番号 10 ）の生育場所は山の南麓で、食べる時期は 6～9 月で
ある。食べる部位は小枝と葉と花である。高さは約 15cm～50cm である。家畜の糞があ
る場所で自生する。ヒツジを肥育する植物である。またヒツジの嗜好性の高い植物でも
あると考えられる。この植物を食べたヒツジの肉が美味しくなると言われている。 
クジ・オブスン（番号 11）の生育場所は山谷で、食べる時期は 7 月で、食べる部位は
花である。高さは約 15cm～40cm である。この植物には芳香がある。 
シキリ・ブヤ（番号 12）の生育場所は平野で、食べる時期は 7～9 月で、食べる部位は
小枝と葉である。高さは約 20cm～50cm である。味が甘いため、ヒツジが好むと言われ
ている。 
ダラン・トブチ（番号 16）の生育場所は山谷で、食べる時期は 7 月で、食べる部位は
花と葉である。高さは約 30cm～50cm である。 
ツウール・オブスン（番号 18）の生育場所は全域で、食べる時期は 5～9 月で、食べる
部位は葉である。この植物の高さは約 10cm～15cm である。春一番に食べられる植物で
ある。 
ノハン・アラー（番号 20）の生育場所は平野で、食べる時期は 7 月で、食べる部位は
葉である。高さは約 30cm～70cm である。 
ホニン・ヌデン・ツツゲ（番号 25）の生育場所は山谷で、食べる時期は 7 月で、食べ
る部位は花である。高さは約 15cm～20cm である。ヒツジは花の部位を好む。 
ボルズン（番号 28）の生育場所は山の低地で、食べる時期は 7～12 月で、食べる部位
は小枝と葉である。高さは約 10cm～20cm である。厳しい環境で生命力が強く、家畜が
摂取すると乳量を増加させる。また、草が乏しい冬でも家畜が雪で覆われた土の中から
枯れたこの植物を見つけて食べる。 
ヤマン・ホノグ（番号 31）の生育場所は山の低地で、食べる時期は 7～9 月で、食べる
部位は地上体である。高さは約 20cm～50cm である。この植物は柔らかい、背が短いた
めヒツジはよく食べる。 
以上から見ると、ヒツジはキク科の植物を食べるのが一番多い。また、花の部位を好
む。 
 
（2）ヤギ好む植物 
小型家畜であるヤギが食べる植物は全部で合計 9 種である。その内、キク科 4 種、ア
ブラナ科 1 種、マメ科 1 種、オオバコ科 1 種、ハマビシ科 1 種とマオウ科 1 種である（表
4）。 
 
              表 4 ヤギが好む野生植物一覧（9 種） 
植物名 和名 科名 場所 時期 部位 
アラタン・ドゥスル・セセ
ゲ（番号１） 
オグルマ82 キク科83 山谷、山の
低地 
7 月 小枝、花 
エルベン（番号 4）  マンシュウアサ キク科85 
 
山の南麓 7 月～9 小枝、葉 
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ギリソウ84 月 
カオカボンバ（番号 7） タンポポ86 キク科87 全域 5～9 月 花、葉 
ケンゲリギ・オブスン（番
号 10 ）  
グンバイナズナ
88 
ア ブ ラ
ナ科89 
山の南麓 7～9 月 小枝、葉 
シキリ・ブヤ（番号 12） カンゾウ90 マメ科91 平野 7～9 月 小枝、葉 
ダラン・トブチ（番号 16） 不明 キク科92 山谷 7 月 花、葉 
ツウール・オブスン（番号
18）  
オオバコ93 オ オ バ
コ科94 
全域 5～9 月 葉 
ノハン・アラー（番号 20） ハマビシ95 ハ マ ビ
シ科96 
平野 7 月 葉 
ヤマン・ゼレゲン（番号 30） まおう97 
 
マ オ ウ
科98 
山の南麓 7 月～
12 月 
若 芽 、 小
枝、葉 
 
アラタン・ドゥスル・セセゲ（番号 1）の生育場所は山谷と山の低地で、食べる時期は
7 月である。食べる部位は小枝と花である。高さは約 25 cm～50cm である。 
エルベン（番号 4）の生育場所は山の南麓で、食べる時期は 7 月～9 月である。食べる
部位は小枝と葉である。高さは約 40cm～70cm である。家畜を肥育する良い植物である。
夏と秋、牧畜民はヤギに食べさせる。その理由はこの植物を食べたヤギの肉が美味しく
なると考えている。普通は、ヤギの肉を煮て食べる際、煮た肉を鍋から出して、皿に置
いた後、すぐに冷める特徴がある。しかし、ヒツジの肉はヤギの肉のように冷めない。
オイラト・モンゴルでは、ヤギは冷たい質の家畜に属していると考え、ヒツジは熱い質
の家畜に属すると考えている。ヤギは冷たい性質に属するに関わらず、エレベンの草を
食べた後、その性質に変化が生じて熱い性質になり、煮た肉もすぐに冷めないようにな
る。牧畜民は概して秋にヤギの肉を食べる傾向が強い。 
カオカボンバ（番号 7）の生育場所は全域で、食べる時期は 5 月～9 月である。食べる
部位は花、葉である。高さは 10cm～20cm である。この植物の花は春一番咲くため、ヤ
ギが 5 月から食べられる。 
ケンゲリギ・オブスン（番号 10 ）の生育場所は山の南麓で、食べる時期は 7～9 月で
ある。食べる部位は小枝と葉である。高さは約 15cm～50cm である。この植物は家畜の
糞がある場所で自生する。ヤギを肥育する植物である共にヤギの乳量を増加させる植物
でもある。 
シキリ・ブヤ（番号 12）の生育場所は平野で、食べる時期は 7～9 月で、食べる部位は
小枝と葉である。高さは約 20cm～50cm である。草の味が甘いためヤギが好む。 
ダラン・トブチ（番号 16）の生育場所は山谷で、食べる時期は 7 月で、食べる部位は
花と葉である。高さは約 30cm～50cm である。 
ツウール・オブスン（番号 18）の生育場所は全域で、食べる時期は 5～9 月で、食べる
部位は葉である。この植物の高さは約 10cm～15cm で、春一番に食べられる植物である。 
ノハン・アラー（番号 20）の生育場所は平野で、食べる時期は 7 月で、食べる部位は
葉である。高さは約 30cm～70cm である。 
ヤマン・ゼレゲン（番号 30）の生育場所は山の南麓で、食べる時期は 7 月～12 月であ
る。食べる部位は若芽と小枝と葉である。高さは約 20cm～70cm である。冬、草が乏し
い際、ヤギがよく食べる。 
 以上をまとめて見ると、ヤギはキク科の植物を好んでいる。また、植物によってヤギ
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の性質に変化をさせる場合もある。 
 
4.1.2 大型家畜が好む植物 
 大型家畜とはウシ、ウマ、ラクダである。大型家畜が食べる植物は全部で合計 23 種で
ある。その内、ウシが食べるのは 16 種で、ウマが食べるのは 7 種、ラクダが食べるのは
9 種である。 
 
（1）ウシが好む植物 
ウシが好む植物は 16 種である。その内訳はキク科 3 種、タデ科 1 種、クワ科 1 種、ト
ウダイグサ科 1 種、トウダイグサ科 1 種、マメ科 1 種、イネ科 3 種、ガマ科 1 種、アヤ
メ科 1 種、オオバコ科 1 種、科名不明 2 種である（表 5）。 
 
         表 5 ウシが好む植物一覧（16 種） 
植物名 和名 科名 場所 時期 部位 
ウスン・オブスン 
（番号 2） 
ハチジョウナ99 キク科100 全域 7 ～ 9
月 
地上体 
ウスン・シミリデグ
（番号 3） 
ヤナギタデ101 タデ科102 平野、山谷 7 ～ 9
月 
地上体 
エルベン（番号 4）  マンシュウアサ
ギリソウ103 
キク科104 
 
山の南麓 7 ～ 9
月 
地上体 
オルスン（番号 6） 
 
アサ105 クワ科106 全域 7 月 若芽、小枝、
葉 
カオカボンバ（番号 7） タンポポ107 キク科108 全域 5 ～ 9
月 
地上体 
ガザル・ベリャチ  
（番号 8） 
ニシキソウ109 
 
トウダイグ
サ科110 
全域 7 月 地上体 
シキリ・ブヤ（番号 12） カンゾウ111 マメ科112 平野 7 ～ 9
月 
地上体 
ズゥン・オブスン（番
号 13） 
ホクシハネガヤ
113 
イネ科114 山の低地、平
野 
6 月 若芽、枝 
ゼゲスン（番号 14） 
 
ヒメガマ115 ガマ科116 湿地、森林 7 ～ 9
月 
若芽、小枝、
葉 
タン・オブスン（番号
15） 
不明 不明 平野、山谷、
森林 
7 ～ 9
月 
地上体 
ツァキレデゲ（番号
17） 
ネジアヤメ117 アヤメ科118 全域 7 月 葉 
ツウール・オブスン
（番号 18）  
オオバコ119 オオバコ科
120 
全域 5 ～ 9
月 
地上体 
トゥングン 
（番号 11 ）  
ハネガヤ121 イネ科122 全域 6～12
月 
若芽、小枝、
葉 
ノハン・ホショ 
（番号 21） 
ヤマハマナス123 バラ科124 森林 7 月 葉 
ホチ・オブスン（番号
26） 
不明 不明 平野 7 月 地上体 
ホルスン（番号 27） ヨシ125 イネ科126 森林 7 ～ 9
月 
若芽、小枝、
葉 
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ウスン・オブスン（番号 2）の生育場所は全域で、食べる時期は 7～9 月で、食べる部位
は地上体である。高さは約 50cm～1m である。全体の部分が柔らかくて、家畜が食べや
すい特徴がある。この植物はウシの乳量を増加させる植物でもある。 
ウスン・シミリデグ（番号 3）の生育場所は平野と山谷で、食べる時期は 7～9 月で、
食べる部位は地上体である。高さは約 60cm～1m である。ウスン・オブスン（番号 2）と
同じようで、柔らいためウシがよく食べる。 
エルベン（番号 4）の生育場所は山の南麓で、食べる時期は 7 月～9 月で、食べる部位
は地上体である。高さは約 40cm～70cm である。 
オルスン（番号 6）の生育場所は全域で、食べる時期は 7 月で、食べる部位は若芽、小
枝、葉である。高さは約 1m～1.5m である。雨が降った後食べる。その理由はこの植物
は雨に濡れて湿った後柔らかくなり、食べやすくなる。 
カオカボンバ（番号 7）の生育場所は全域で、食べる時期は 5 月～9 月である。食べる
部位は地上体である。高さは約 10cm～20cm である。春一番に食べられる植物である。 
ガザル・ベリャチ （番号 8）の生育場所は全域で、食べる時期は 7 月で、食べる部位
は地上体である。高さは約 10cm～40cm である。 
シキリ・ブヤ（番号 12）の生育場所は平野で、食べる時期は 7～9 月で、食べる部位は
地上体である。高さは約 20cm～50cm である。味が甘いためヤギが好む。 
ズゥン・オブスン（番号 13）の生育場所は山の低地と平野で、食べる時期は 6 月で、 
食べる部位は若芽、枝である。高さは約 40cm～70cm である。 
ゼゲスン（番号 14）の生育場所は湿地、森林で、食べる時期は 7～9 月で、食べる部位
は若芽、小枝、葉である。高さは約 1m～1.5m である 
タン・オブスン（番号 15）の生育場所は平野、山谷、森林で、食べる時期は 7～9 月で、
食べる部位は地上体である。高さは約 1m～1.2m である。 
ツァキレデゲ（番号 17）の生育場所は全域で、食べる時期は 7 月で、食べる部位は葉
である。高さは約 40cm～60cm である。 
ツウール・オブスン（番号 18）の生育場所は全域で、食べる時期は 5～9 月で、食べる
部位は地上体である。 
トゥングン（番号 19 ） の生育場所は全域で、食べる時期は 6～12 月で、食べる部位
は若芽、小枝、葉である。高さは約 70cm～1.5m である。 
ノハン・ホショ（番号 21）の生育場所は森林で、食べる時期は 7 月で、食べる部位は
葉である。高さは約 1m～2m である。 
ホチ・オブスン（番号 26）の生育場所は平野で、食べる時期は 7 月で、食べる部位は
地上体である。1m～1.5m である。この植物は柔らかく、背が高いためウシが好む。ウシ
は背が高い植物を好む。 
ホルスン（番号 27）の生育場所は森林で、食べる時期は 7～11 月で、食べる部位は若
芽、小枝と葉である。高さは約 1m～1.5m である。この植物の背が高いため、ウシがよ
く食べる。 
 以上のウシが好む植物をまとめて見ると、ウシはキク科とイネ科の植物を食べるのが
多い。ウシは背が高く、地上体の部分を良く食べていることがわかる。 
 
（2）ウマが好む植物 
ウマが好む植物は 7 種である。その内訳はキク科 3 種、アブラナ科 1 種、マメ科 2 種、
オオバコ科 1 種である（表 6）。 
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         表 6 ウマが好む野生植物一覧（7 種） 
植物名 和名 科名 場所 時期 部位 
エルベン（番号 4）  マンシュウアサギリ
ソウ127 
キク科128 
 
山の南
麓 
7 ～ 9
月 
地 上
体 
カオカボンバ（番号 7） タンポポ129 キク科130 全域 5 ～ 9
月 
地 上
体 
キチ（番号 9） シロガラシ131 ア ブ ラ ナ
科132 
平野 7 月 枝、葉 
シキリ・ブヤ（番号 12） カンゾウ133 マメ科134 平野 7 ～ 9
月 
地 上
体 
ツウール・オブスン（番号
18）  
オオバコ135 オ オ バ コ
科136 
全域 5 ～ 9
月 
地 上
体 
ベデ（番号 24） シロツメクサ137 マメ科138 平野 6 月 地 上
体 
モルン・シャルラジン（番号
29） 
クソニンジン139 キク科140 全域 7 ～ 9
月 
枝、葉 
 
エルベン（番号 4）の生育場所は山の南麓で、食べる時期は 7 月～9 月である。食べる
部位は地上体である。飼育に良い植物であると考える。高さは約 40cm～70cm である。 
カオカボンバ（番号 7）の生育場所は全域で、食べる時期は 5 月～9 月で、食べる部位
は地上体である。高さは約 10cm～20cm である。 
キチ（番号 9）の生育場所は平野で、食べる時期は 7 月で、食べる部位は枝と葉である。
高さは約 30cm～60cm である。しかし食べ過ぎるとウマが下痢する恐れがある。 
シキリ・ブヤ（番号 12）の生育場所は平野で、食べる時期は 7～9 月で、食べる部位は
地上体である。高さは約 20cm～50cm である。味が甘いためヤギが好む。 
ツウール・オブスン（番号 18）の生育場所は全域で、食べる時期は 5～9 月である。食
べる部位は地上体である。高さは約 40cm～60cm である。 
ベデ（番号 24）の生育場所は平野で、食べる時期は 6 月で、食べる部位は 地 上 体 で
ある。高さは約 20cm～40cm である。食べ過ぎると下痢するため、牧畜民は適量を食べ
させるように努める。 
モルン・シャルラジン（番号 29）生育場所は全域で、食べる時期は 7～9 月で、食べる
部位は枝と葉である。高さは約 50cm～80cm である。この植物の背が高いためウマがよ
く食べる。 
 以上をまとめて見ると、ウマは主にキク科の植物と背が高い植物を好む。 
 
（3）ラクダが好む植物 
 ラクダが好む植物は 8 種である。その内訳はキク科 4 種、オオバコ科 1 種、イネ科 1
種、イラクサ科 1 種、マオウ科 1 種である（表 7）。 
 
表 7 ラクダが好む野生植物一覧（8 種） 
植物名 和名 科名 場所 時期 部位 
エルベン（番号 4）  マンシュウアサギ
リソウ141 
キク科142 
 
山の南
麓 
7 ～ 9
月 
地上体 
カオカボンバ（番号 7） タンポポ143 キク科144 全域 5 ～ 9
月 
地上体 
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ツウール・オブスン（番
号 18）  
オオバコ145 オオバコ
科146 
全域 5 ～ 9
月 
地上体 
トゥングン 
（番号 19 ）  
ハネガヤ147 イネ科148 全域 6 ～ 12
月 
若芽、小枝、
葉 
ハタガチン・ツツゲ（番
号 22） 
ヒレアザミ149 キク科150 全域 7 月 葉、花 
ハルハ（番号 23） イラクサ151 イラクサ
科152 
全域 7 ～ 10
月 
葉 
ヤマン・ゼレゲン（番号
30） 
まおう153 
 
マオウ科
154 
山の南
麓 
7 ～ 12
月 
若芽、小枝、
葉 
ロシゥグ（番号 32） オナモミ155 キク科156 全域 7 月 葉 
 
エルベン（番号 4）の生育場所は山の南麓で、食べる時期は 7 月～9 月である。食べる
部位は地上体である。高さは約 40cm～70cm である。 
カオカボンバ（番号 7）の生育場所は全域で、食べる時期は 5 月～9 月で、食べる部位
は地上体である。高さは約 10cm～20cm である。 
ツウール・オブスン（番号 18）の生育場所は全域で、食べる時期は 5～9 月で、食べる
部位は地上体である。高さは約 10cm～15m である。 
トゥングン（番号 19 ）の生育場所は全域で、食べる時期は 6～12 月で、食べる部位は
若芽、小枝と葉である。高さは約 70cm～1.5m である。 
ハタガチン・ツツゲ（番号 22） の生育場所は全域で、食べる時期は 7 月で、食べる部
位は葉と花である。高さは約 50cm～70cm である。ラクダは棘が付いている植物を良く
食べる。 
ハルハ（番号 23）の生育場所は全域で、食べる時期は 7 月～10 月で、食べる部位は葉
である。高さは約 50cm～1m である。ラクダの食べる草の中で一番代表的な草である。 
ヤマン・ゼレゲン（番号 30）の生育場所は山の南麓で、食べる時期は 7 月～12 月であ
る。食べる部位は若芽、小枝と葉である。高さは約 20cm～7ocm である。夏以外は冬で
も食べる。 
ロシゥグ（番号 32）の生育場所は全域で、食べる時期は 7 月である。食べる部位は葉
である。高さは約 40cm～60cm である。棘があるためラクダが好む。 
以上をまとめて見ると、ラクダはキク科の植物を食べるのは多いが、イネ科、イラク
サ科、マオウ科の植物も好む。ラクダが食べる植物の特徴は棘がある植物である。 
 
4.2 肥育に適した植物 
牧畜民は肥育に適応した良い餌になると考える植物は 2 種である。これらの植物はエ
ルベン（番号 4）とケンゲリギ・オブスン（番号 10 ）である（表 8）。 
 
表 8 肥育に適応した植物（2 種） 
植物名 和名 科名 場所 時期 部位 家畜 
エルベン（番号 4）  マンシュウア
サギリソウ157 
キ ク 科
158 
 
山 の
南麓 
7 月～
9 月 
枝、葉、地
上体 
五畜 
ケンゲリギ・オブスン
（番号 10 ）  
グンバイナズ
ナ159 
ア ブ ラ
ナ科160 
山 の
南麓 
7 ～ 9
月 
葉、小枝、
花 
ヒツジ、
ヤギ 
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エルベン（番号 4）は山の南麓で生育し、食べる時期は 7 月～9 月まである。食べる部
位は枝と葉と地上体である。高さは約 40cm～70cm である。五畜がよく食べる。 
ケンゲリギ・オブスン（番号 10）の生育場所は山の南麓である。食べる時期は 7～9
月で、食べる部位は葉、小枝と花である。ヒツジとヤギがよく食べる。 
以上の 2 種の野生植物は家畜にとって良い餌であると考えている。これらの野生植物
を食べたヒツジの肉が美味しくなる。また、キィと呼ばれる冷たい性質の病気に効くと
考えている。モンゴルではヤギは冷たい性質の家畜であると考えているが、この 2 種の
野生植物を食べた後、冷たい性質に変化が生じて熱い性質の家畜になると考えている。 
 
4.3 春一番に食べられる植物 
家畜は春一番に食べられる植物は 2 種ある。それはカオカボンバ（番号 7）とツウール・
オブスン（番号 18）である。これらの植物は春一番に食べられることができる（表 9）。 
 
          表 9 春一番に食べられる植物 
植物名 和名 科名 場所 時期 部位 家畜 
カオカボンバ 
（番号 7） 
タンポポ161 キク科162 全域 5 月 花、葉、
地上体 
五畜 
ツウール・オブスン 
（番号 18）  
オオバコ163 オオバコ科164 全域 5 月 葉 五畜 
 
カオカボンバ（番号 7）の生育場所は全域で、食べる時期は 5 月で、食べる部位は花、
葉と地上体で、五畜が食べる。五畜が地上体を食べるが、ヒツジは特に花の部分を食べ
る。この植物は棘がなく、柔らかくて短いため（高さは約 10cm～20cm）小型家畜が主に
食べる。春、咲き始め、平野は黄色一色に染まる。 
 ツウール・オブスン（番号 18）生育場所は全域で、食べる時期が 5 月で、食べる部位
は葉である。食べる家畜がヒツジ、ヤギ、ウシ、ウマ、ラクダの五畜である。全域で生
育するため、どこでも食べられる良い植物と言われている。 
これらの 2 種の植物は春には初めて成長する草である。秋、牧畜民が刈り集めて保存
したものが厳しい冬から春までの間家畜に与えるための餌が春には食べ終わる。その時、
カオカボンバ（番号 7）は成長して、家畜の餌になる。また、ウシの乳量を増加させる役
割がある。 
 
4.4 家畜に害をもたらす植物 
家畜の餌にする際、気を付ける植物は 3 種がある。それはオルスン（番号 6）、ズゥン・
オブスン（番号 13）、ロシゥグ（番号 32）である（表 10）。 
 
 
 
表 10 餌に注意する植物 
植物名 和名 科名 場所 時期 部位 家畜 
オルスン（番号 6） アサ165 クワ科166 全域 7 月 小枝、葉 ウシ 
ズゥン・オブスン
（番号 13） 
ホクシハネ
ガヤ167 
イネ科168 山 の 低
地、平野 
6 月 若芽、枝 ウシ 
ロシゥグ（番号 32） オナモミ169 キク科170 全域 7 月 葉 ラ ク
ダ 
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オルスン（番号 6）は全域で生育し、食べる時期は 7 月、食べる部位は小枝と葉である。
雨が降った後、ウシが食べる。その理由は雨が降った後、この植物が柔らかくなるから
である。しかし、ウシが食べ過ぎると下痢になる恐れがある。そのため、牧畜民はたく
さん食べさせないようにする。 
 ズゥン・オブスン（番号 13）の生育場所は山の低地、平野である。食べる時期は 6 月
である。食べる部位は若芽と枝である。主にウシが食べる。しかし、この植物が生育場
所で、ヒツジの放牧を避ける。その理由はこの植物に棘が付いているため、ヒツジの皮
膚に棘が刺さり、傷ができる恐れがあるためである。 
 ロシゥグ（番号 32）の生育場所は全域で、6 月、ラクダが食べる、長さは 50cm～80cm
である。この植物にはたくさんの棘を付いている。そのため、ロシゥグがある場所でヒ
ツジを放牧しない。その理由はこの植物の棘によってヒツジの毛が取られてしまうため
である。そのため、牧畜民はこの植物が生育場所で放牧を避けて注意する。 
 
おわりに 
本稿では家畜用として利用されている野生植物 32 種を取り上げた。本研究では、家畜
用植物を大きく 4 つ（家畜が好む植物、肥育に適した植物、春一番に食べられる植物、
家畜に害をもたらす植物）に分類し、その利用を詳述した。 
野生植物の特徴によって家畜の嗜好性が異なる。小型家畜は背が低い植物を好む。大
型家畜は背が高い植物を好む。ヒツジは植物の花の部位を好む。ヤギは花、小枝、葉を
好む。ウシとウマは地上体を好む。ラクダは棘が付いている植物を好む。肥育に適した
植物と春一番に食べられる植物は家畜を肥育し、乳量の増加させる効果がある。また冷
たい性質を熱い性質に変化させる効果もある。家畜が食べる植物のうち、家畜に害をも
たらす植物もある。その時、牧畜民は放牧の管理上、この植物を家畜に食べさせないよ
うに注意する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 19 
引用文献 
【日本語】 
カラー植物百科編集部（1974）『カラー植物百科』平凡社. 
加藤敏雄（1992）『植物和名学名対照辞典』[1992 年版]有限会社科学書院 
児玉香菜子・サランゲレル・アラタンツェツェグ（2014）『極乾内モンゴル・ゴビ砂漠、
黒河オアシスに生きる男たち 23 人の人生』「名古屋大学文学研究科比較人文学研究室・
アフロ・ユーラシア内陸乾燥地文明研究叢書」Vo10. 
近田文弘・清水建美（1996）『中国天山の植物』トンボ出版. 
難波恒雄・池上正冶（2001）『天山山脈薬草紀行』平凡社. 
日外アソシエーツ編集部編（2004）『植物レファレンス事典』日外アソシエーツ 
バヤリタ（2015）「オイラト・モンゴル人の野生植物利用：新疆ウイグル自治区イリ・カ
ザフ自治州テケス県を事例に」千葉大学ユーラシア言語文化論講座 17:55-102. 
バヤリタ（2016）「オイラト・モンゴル人の薬用植物利用：新彊ウイグル自治区イリ・カ
ザフ自治州テケス県を事例に」「千葉大学大学院人文社会科学研究科研究プロジェクト
報告書」303：1-24. 
バヤリタ（2016）「オイラト・モンゴル人の野生植物の食用利用」「アフロ・ユーラシア
内陸乾燥地文明の歴史生態人類学的研究」（科研費:26257003）基盤研究（A）研究代
表者・嶋田義仁）中部大学中部高等学術研究所、Vol.5 :111-141 
  
【中国語】 
特克斯县地方志编纂委员会编（2004）『特克斯县志』新疆人民出版社.  
王兆松主編（2006）『新疆北方地域野生資源植物』新疆科学技术出版社. 
 
【モンゴル語】 
Otqun tömürböq（2008）abugu qošun -ni belčir-un urġumul- .Ӫbür mongɣul-un arad –un qeblel –
ün qoriy-a .（オトホントムルボフ 2008『アブグ旗の牧草』内モンゴル人民出版社） 
Batumönkü（2011）Šinǰiang –in mongɣul emt bödüs-in zurugtu toil.  Šinǰiang- in šinǰilaq uhaan 
tegneg mergeǰil -in qeblel – ün qoriy-a .（バトモンク 2011『新疆モンゴル族における薬物
図鑑』新疆科学技術出版社）. 
Ч.Санчир, Ж.Батхүү ,Б.Болдсайхан, KOMATSU Katsuko and FUSHIMI Hirotoshi（2003）
Монгол орны ашигт ургамлын зурагт лавлах. Улаанбаатар.（チ・サンチル、ジ・バトク、
ベ・ボロド・サイハン、小松かつ子、伏見裕利編 2003『モンゴル国有用植物図鑑』ウ
ランバートル）. 
Г. Цэрэнбалжид（2002）Монгол орны хѳл газрын ургамлын ѳнгѳт цомог  улаанъаатар .
（ガ・セレンバラジド 2002『モンゴル地域における平野植物図鑑』ウランバートル） 
Ӫbür mongɣul-un bagšin iq surgɣul-un ami bödüs-in salbur , Ӫbür mongɣul-un surɤun qümǰil – 
qeblel – ün qoriy-a baigal –in šinǰilah uhaanni nairalah qildas（1976）Ürtü urġumul-un zurugtu 
 20 
toil.  Ӫbür mongɣul-un surɤun qümǰil – qeblel – ün qoriy-a .（内モンゴル師範大学生物系・内
モンゴル教育出版社理学科学編集室 1976『種子植物図鑑』内モンゴル教育出版社）. 
 
謝辞 
本研究をまとめるにあたり、多くの方々にご助力いただきましたことを、心より感謝
申し上げます。まず、植物について知識を教え、調査にご協力くださったテケス県の 8
名のインフォーマントの方々に感謝申し上げます。 
千葉大学工学部共生応用化学植物専門の実関先生、千葉大学理学部地球生命圏科学の
植物地理学専門の朝川毅守先生と国立民族学博物館教授の小長谷有紀先生からご指導と
コメントをいただきました。深く感謝したい。経済的、精神的に支援していただき、大
変お世話になった岡本財団とロータリー米山奨学会にご感謝を申し上げます。2014 年度
の実地調査は「アフロ・ユーラシア内陸乾燥地文明の歴史生態人類学的研究（科研
費:26257003）基盤研究（A）研究代表者・嶋田義仁・名古屋大学教授／中部大学客員教
授）」よるものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 21 
家畜用野生植物一覧（50 音韻） 
 
1. アラタン・ドゥスル・セセゲ[altən dʊsʊl ʦeʦeɡ] 家畜の餌：①ヒツジ②ヤギ  
【別名】：― 
【学名】：Inula britannica L.171 
【科名】：キク科172  
【和名】：オグルマ173 
【中国語名】：旋覆花174  
【生育場所】：谷（ゴル）、山の低地（アダラガン・ 
ガザル） 
【生物学分類】：多年生草本175 
 
引用176 
【食べる家畜】：ヒツジ、ヤギ 
【食べる部位】：花、小枝  
【食べる時期】：7 月 
  この植物をヒツジとヤギが好む。ヒツジは花の 
部分をよく食べる。ヤギは花と小枝をよく食べ 
る。 
 
2.ウスン・オブスン [ysyn öβsyn]           家畜の餌：ウシ 
【別名】：ガシュン・ノガー 
【学名】：Sonchus brachyotus DC.177 
【科名】：キク科178 
【和名】：ハチジョウナ179 
【中国語名】：苣荬菜180 
【生育場所】：全域 
【生物学分類】一年生草本181 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：テケス県平野 
【食べる家畜】：ウシ 
【食べる部位】：地上体 
【食べる時期】：7～9 月 
   この植物をウシが好む。地上体をよく食べる。ま
た牛の乳量を増加させる植物であると考えてい
る。 
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3.ウスン・シミリデグ[ʊsʊn ʃimildiɡ]        家畜の餌：ウシ 
【別名】：― 
【学名】：Polygonun hydropiper L.182 
【科名】：ダテ科183 
【和名】：ヤナギタデ184 
【中国語名】：水蓼185 
【生育場所】：平野（コデ・ガザル）、谷（ゴル） 
【生物学分類】：一年生草本186 
 
引用187 
【食べる家畜】：ウシ 
【食べる部位】：地上体 
【食べる時期】：7～9 月 
  この植物の地上体をウシがよく好む。柔らかく 
で、小枝が折り易いため、ウシが食べる。また 
は牛の乳量を増加させる。 
 
4. エルベン[erβeŋ]               家畜の餌：五畜 
【別名】：アキ 
【学名】：Artemisia frigida Willd.188 
【科名】：キク科189 
【和名】：マンシュウアサギリソウ190 
【中国語名】：小白蒿191 
【生育場所】：山の南麓（オルクン・ガザル）  
【生物学分類】：多年生草本192 
 
引用193 【食べる家畜】：ヒツジ、ヤギ、ウシ、ウマ、ラクダ 
【食べる部位】：小枝、葉、地上体 
【食べる時期】：7 月～9 月 
   この植物を五畜が食べる。家畜を肥らす、乳 
量を増加させる、肉が美味しくする効果があ 
る。ヤギのような冷たい性質の家畜の性質を 
変化させると考えている。 
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5. オドバル・ツツゲ【ᴐdval ʦeʦeɡ】        家畜の餌：ヒツジ 
【別名】： ― 
【学名】：Chrysanthemum morifolium Ramat.194 
【科名】：キク科195  
【和名】： コハマギク196 
【中国語名】：菊花197 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
【生物学分類】：多年生草本198 
 
 
引用199 
【食べる家畜】：ヒツジ 
【食べる部位】：花 
【食べる時期】：7 月 
 この植物をヒツジが好む。主に花の部分を好
む。 
 
6. オルスン【ᴐlsᴐn】               家畜の餌：ウシ 
【別名】：― 
【学名】：Cannabis sativa L.200 
【科名】：クワ科201 
【和名】：アサ202 
【中国語名】：大痲203 
【生育場所】：全域 
【生物学分類】：一年生草本204 
 
撮影年月：2011 年 9 月     
撮影場所：クレ（平野） 【食べる家畜】：ウシ 
【たべる部位】：若芽、小枝、葉 
【食べる時期】：7 月 
  この植物の若芽、小枝、葉の部分をウシが好む。 
  雨が降った後、柔らかくなった際、食べる。しか
し、食べ過ぎると下痢になる恐れがある。 
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7. カオカボンバ[kɑβkɑ bɔmbɑ]           家畜の餌：五畜 
【別名】：バグバハイ・ツツゲ 
【学名】：Taraxacum ssp.205 
【科名】：キク科206 
【和名】：タンポポ207 
【中国語名】：蒲公英208 
【生育場所】：全域 
【生物学分類】：多年生草本209 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：ホジルトハ（平野） 
【食べる家畜】：ヒツジ、ヤギ、ウシ、ウマ、ラク 
       ダ 
【食べる部位】：花、葉、茎、地上体 
【食べる時期】：5～9 月 
    この植物を五畜が食べる。春に一番 
に食べられる植物である。 
 
8. ガザル・ベリャチ [Gɑzər bereʧ]        家畜の餌：ウシ 
【別名】：マルハン・ザラ・オブス 
【学名】：Euphorbia humifusa Willd.210 
【科名】：トウダイグサ科211 
【和名】：ニシキソウ212 
【中国語名】：地綿草213 
【生育場所】：全域 
【生物学分類】：一年生草本214 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：ホジルトハ（平野） 
【食べる家畜】：ウシ 
【食べる部位】：地上体 
【食べる時期】：7 月 
      この植物の地上体をウシが食べる。 
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9. キチ [Giʧ]                 家畜の餌：ウマ 
【別名】：― 
【学名】：Sinapis alba L.215 
【科名】：アブラナ科216 
【和名】：シロガラシ217 
【中国語名】：芥子218 
【生育場所】：平野（コデ・ガザル） 
【生物学分類】：草219 
 
引用220 
【食べる家畜】：ウマ 
【食べる部位】：枝、葉 
【食べる時期】：7 月 
    この植物をウマが食べる。しかし、食べ過 
ぎるとウマが下痢する恐れがある。 
 
10. ケンゲリギ・オブスン [keŋɡiriɡ øβsyn ]    家畜の餌：ヒツジ、ヤギ 
【別名】：トリト・オブスン 
【学名】：Thlaspi arvense L.221 
【科名】：アブラナ科222 
【和名】：グンバイナズナ223 
【中国語名】：菥蓂子224 
【生育場所】：山の南麓（オルクン・ガザル） 
【生物学的分類】：一年生草本225 
 
引用226 
【食べる家畜】：ヒツジ、ヤギ 
【食べる部位】：小枝、葉、花 
【食べる時期】：7～9 月 
   ヒツジとヤギが小枝、葉、花の部位を食べる。 
家畜の糞がある場所で自生する。ヤギを肥育 
する、乳量を増加させる植物である。また、 
ヤギの性質に変化させる植物である。 
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11. クジ・オブスン【kuǰ øβsyn】         家畜の餌：ヒツジ 
【別名】：ガンガ・オブスン 
【学名】：Thymus mongolicm Ronn.227 
【科名】：シソ科228 
【和名】：不明 
【中国語名】：百里香229 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
【生物学分類】：小低木230 
 
引用231 
【食べる家畜】：ヒツジ 
【食べる部位】：花 
【食用時期】：7 月 
 ヒツジは花を好む。この植物には芳香がある。 
 
12. シキリ・ブヤ [ʃikir bʊja]        家畜の餌：ヒツジ、ヤギ、ウシ、ウマ 
【別名】：シキリ・オブスン 
【学名】：Glycyrrhiza uralensis Fisch.232 
【科名】：マメ科 
【和名】：カンゾウ233 
【中国語名】：甘草234 
【生育場所】：平野（コデ・ガザル） 
【生物学分類】：多年生草本235 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：ホジルトハ（平野） 
【食べる家畜】：ヒツジ、ヤギ、ウシ、ウマ 
【食べる部位】：小枝、葉、地上体 
【食べる時期】：7 月～9 月 
  ヒツジ、ヤギは小枝と葉を食べる。ウシ、ウマ 
  は地上体を食べる。この植物の味が甘いため家 
畜が好む。 
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13. ズゥン・オブスン [zyn øβsyn]       家畜の餌：ウシ 
【別名】：キリグネ 
【学名】：Stipa bungeana Trin.236 
【科名】：イネ科237 
【和名】：ホクシハネガヤ238 
【中国語名】：長芒草239 
【生育場所】：山の低地（アダラガン・ガザル）、平
野（コデ・ガザル） 
【生物学分類】：多年生草本240 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：ホジルトハ（平野） 
【食べる家畜】：ウシ 
【食べる部位】：若芽、枝 
【食べる時期】：6 月 
   ウシが若芽、枝が食べる。しかし、この植 
   物が生育場所でヒツジを放牧しない。その 
理由は茎の針がヒツジの皮に刺される恐れ 
があるためである。 
 
14. ゼゲスン [zegsən ]            家畜の餌：ウシ 
【別名】：― 
【学名】：typha angustifolia L241 
【科名】：ガマ科242 
【和名】：ヒメガマ243 
【中国語名】：狭叶香蒲（水烛）244 
【生育場所】：湿地（シレギ）、森林（トハ） 
【生物学分類】：多年生草本245 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：ホジルトハ（湿地） 
【食べる家畜】：ウシ 
【食べる部位】：若芽、小枝、葉 
【食べる時期】：7～9 月 
    ウシが若芽、小枝、葉の部分を好む。 
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15. タン・オブスン [tɑn øβsyn ]          家畜の餌：ウシ 
【別名】：― 
【学名】：不明 
【科名】：不明 
【和名】：不明 
【中国語名】：不明 
【生育場所】：平野（コデ・ガザル）、山谷（ゴル）、森林
（トハ） 
【生物学分類】：不明 
 
撮影年月：2011 年 8 月  
撮影場所：バホルグ（平野） 【食べる家畜】：ウシ 
【食べる部位】：地上体 
【食べる時期】：7 月～9 月 
     ウシが、地上体を引っ張って食べる。 
 
16. ダラン・トブチ【dɑlen tᴐvč】          家畜の餌：ヒツジ、ヤギ 
【別名】：ガシュン・ノゴ 
【学名】：Centaurea picris Pall.246 
【科名】：キク科247 
【和名】：不明 
【中国語名】：苦蒿248 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
【生物学分類】：多年生草本249 
 
引用250 【食べる家畜】：ヒツジ 
【食べる部位】：花、葉 
【食べる時期】：7 月 
    ヒツジが花、葉の部分を食べる。 
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17. ツァキレデゲ [ʦɑkəldəɡ]           家畜の餌：ウシ 
【別名】：― 
【学名】：Iris pallasii Fisch .var.251 
【科名】：アヤメ科252 
【和名】：ネジアヤメ253 
【中国語名】：马蔺254 
【生育場所】：全域 
【生物学分類】：多年生草本255 
 
撮影年月：2011 年 8 月  
撮影場所：ホジルトハ（平野） 【食べる家畜】：ウシ 
【食べる部位】：葉 
【食べる時期】：7 月 
   ウシが葉をよく食べる。 
 
18 ツウール・オブスン[ʦʊːr øβsyn ]        家畜の餌：五畜 
【別名】：ウクリ・オルグノ 
【学名】：Plantago asiatica L.256 
【科名】：オオバコ科257 
【和名】：オオバコ258 
【中国語名】：车前259 
【生育場所】：全域 
【生物学分類】：多年生草本260 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：ホジルトハ（平野） 
【食べる家畜】：ヒツジ、ヤギ、ウシ、ウマ、ラクダ 
【部位】：葉、地上体 
【時期】：5～9 月 
   この植は春一番に食べられる植物で、五畜 
がよく食べる。 
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19. トゥングン [tynɡyn ]             家畜の餌：ウシ、ラクダ 
【別名】：デレス 
【学名】：Achnatherum splendens（trin.）Nevski261 
【科名】：イネ科262 
【和名】：ハネガヤ263 
【中国語名】：芨芨草264 
【生育場所】：全域 
【生物学分類】：多年生草本265 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：クレ（山の低地） 
【食べる家畜】：ウシ、ラクダ 
【食べる部位】：若芽、小枝、葉 
【食べる時期】：6～12 月 
    ウシとラクダが若芽、小枝、葉の部位を食 
    べる。 
 
20. ノハン・アラー【nɔχɑn ɑrɑɑ】         家畜の餌：ヒツジ、ヤギ 
【別名】：ヤマン・ジャンゴ 
【学名】：Tribulus terrestris L.266 
【科名】：ハマビシ科267 
【和名】： ハマビシ268 
【中国語名】：蒺藜269 
【生育場所： 平野（コデ・ガザル） 
【生物学分類】： 一年生草本270 
 
引用271 
 
【食べる家畜】：ヒツジ、ヤギ 
【食べる部位】：葉 
【食べる時期】：7 月 
      ヒツジとヤギが葉の部分を食べる。 
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21. ノハン・ホショ [nɔχɑn χɔʃʊ]         家畜の餌：ウシ、ラクダ 
【別名】：― 
【学名】：Rosa davurica pall.272 
【科名】：バラ科273 
【和名】： ヤマハマナス274 
【中国語名】：山刺玫275 
【生育場所】：森林（トハ） 
【生物学分類】： 落葉低木276 
 
撮影年月：2011 年 8 月  
撮影場所：ホジルトハ（森林） 
【食べる家畜】：ウシ、ラクダ 
【食べる部位】：葉 
【食べる時期】：7 月 
       ウシ、ラクダが葉の部位を食べる。 
 
22. ハタガチン・ツツゲ【qɑtɑɣčin ʦeʦeɡ】     家畜の餌：ラクダ 
【別名】：チョノ・ウリゲス 
【学名】：Carduus crispus L.277 
【科名】：キク科278 
【和名】：ヒレアザミ279 
【中国語名】：飞廉280 
【生育場所】：全域 
【生物学分類】：二年草本281 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：シャナガンゴル（山谷） 
【食べる家畜】：ラクダ 
【食べる部位】：葉、花 
【食べる時期】：7 月 
    ラクダが葉と花を食べる。 
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23. ハルハ [χɑl χɑː]              家畜の餌：ラクダ 
【別名】：― 
【学名】：Urtica cannabina L.282 
【科名】：イラクサ科283 
【和名】：イラクサ284 
【中国語名】：麻叶荨麻285 
【生育場所】：全域 
【生物学分類】：多年生草本286 
 
撮影年月：2011 年 8 月  
撮影場所：バホルグ（平野） 
【食べる家畜】：ラクダ 
【食べる部位】：葉 
【食べる時期】：7 月～10 月 
ラクダの食べる草の中で一番代表的な草 
である。葉をよく食べる。 
 
24.ベデ [bed]                 家畜の餌：ウマ 
【別名】：― 
【学名】：Trifolium repens L.287 
【科名】：マメ科288 
【和名】：シロツメクサ289 
【中国語名】：菽草290 
【生育場所】：平野（コデ・ガザル） 
【生物学分類】：不明 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：平野 
【食べる家畜】：ウマ 
【食べる部位】：地上体 
【食べる時期】：6 月 
    ウマは地上体を食べる。しかし、食べ過ぎ 
ると下痢するため、牧畜民は適量を食べさ 
せる。 
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25. ホニン・ヌデン・ツツゲ [ χønyn nydyn ʦeʦeɡ]   家畜の餌：ヒツジ 
【別名】：― 
【学名】：Bellis perennis L.291 
【科名】：キク科292 
【和名】：ヒナギク293 
【中国語名】：雏菊294 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
【生物学分類】：多年生草本295 
 
引用296 【食べる家畜】：ヒツジ 
【食べる部位】：花 
【食べる時期】：7 月 
ヒツジは花の部位を好む。 
 
26. ホチ・オブスン [χʊʦ øβsyn ]         家畜の餌：ウシ 
【別名】：― 
【学名】：不明 
【科名】：不明 
【和名】：不明 
【中国語名】：不明 
【生育場所】：平野（コデ・ガザル） 
【生物学分類】：不明 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：ホジルトハ（平野） 
【食べる家畜】：ウシ 
【食べる部位】：地上体 
【食べる時期】：7 月～9 月 
  ウシが地上体を食べる。この植物は柔らかくて、 
背が高いためウシが好む。 
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27. ホルスン[χʊlsʊn]              家畜の餌：ウシ 
【別名】：― 
【学名】：Phragmites australis（Cav.）Trin.ex Steud.297 
【科名】：イネ科298 
【和名】：ヨシ299 
【中国語名】：芦苇300 
【生育場所】：森林（トハ）  
【生物学分類】：多年生草本301 
 
引用302 
【食べる家畜】：ウシ 
【食べる部位】：若芽、葉、枝 
【食べる時期】：7 月～9 月 
   ウシが若芽、葉、枝の部位を食べる。 
 
28.ボルズン【bᴐrzyn】             家畜の餌：ヒツジ 
【別名】：－ 
【学名】：不明 
【科名】：不明 
【和名】：不明 
【中国語名】：不明 
【生育場所】：山の低地（アダラガン・ガザ 
ル） 
【生物学分類】：不明 
 
撮影年月 2011 年 9 月 
ホジルトハ（山の南麓） 
【食べる家畜】：ヒツジ 
【食べる部位】：小枝、葉 
【食べる時期】：7 月～9 月 
ヒツジが小枝と葉を食べる。厳しい環境で生命力
が強く、家畜が摂取すると乳量を増加させる。また、
草が乏しい冬でも家畜が雪で覆われた土の中から枯
れたこの植物を見つけて食べる。 
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29. モルン・シャルラジン [møryn ʃɑralʤin]     家畜の餌：ウマ 
【別名】：― 
【学名】：Artemisia annua L.303 
【科名】：キク科304 
【和名】：クソニンジン305 
【中国語名】：黄花蒿306 
【生育場所】：全域 
【生物学分類】：一年生草本307 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：シャナガンゴル（山
谷） 
【食べる家畜】：ウマ 
【食べる部位】：葉、枝 
【食べる時期】：7～9 月 
  ウマは葉と枝を食べる。 
 
30. ヤマン・ゼレゲン [jɑmɑn zerɡin]        家畜の餌：ヤギ、ラクダ 
【別名】：― 
【学名】：Ephedraceae 308 
【科名】：マオウ科309 
【和名】：まおう310 
【中国語名】：麻黄311 
【生育場所】：山の南麓（オルクン・ガザル） 
【生物学分類】：灌木312 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：山の南麓 
【食べる家畜】：ヤギ、ラクダ 
【食べる部位】：若芽、小枝、葉 
【食べる時期】：7 月～12 月 
 ヤギとラクダは若芽、小枝、葉の部位をよく食べる。 
夏以外は冬でも食べる。 
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31.ヤマン・ホノグ【jɑmɑn χɔnɔɡ】        家畜の餌：ヒツジ  
【別名】：ウリン・スゥリ313 
【学名】：Setaria viridis （L.）Beauv.314 
【科名】：イネ科315 
【和名】：エノコログサ316 
【中国語名】：狗尾草317 
【生育場所】：山の低地（アダラガン・ガザル） 
【生物学分類】：一年生草本318 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：平野 
【食べる家畜】：ヒツジ 
【食べる部位】：地上体 
【食べる時期】：7 月～9 月 
  ヒツジは地上体を食べる。この植物は柔らかく、
背が短いためヒツジはよく食べる。 
 
32. ロシゥグ [lɔʃʊGə]              家畜の餌：ラクダ 
【別名】：ホニ・ジャング 
【学名】：Xanthium sibiricum Patrin.319 
【科名】：キク科320 
【和名】：オナモミ321 
【中国語名】：苍耳322 
【生育場所】：全域  
【生物学分類】：一年生草本323 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：クレ（平野） 
【食べる家畜】：ラクダ 
【食べる部位】：葉 
【食べる時期】：7 月 
   ラクダが葉の部位を食べる。棘があるためラク
ダが好む。しかし、この植物がある場所でヒツジを放
牧しない。その理由はヒツジの皮膚に棘が刺さり、傷
ができる恐れがあるためである。 
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